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ふくしまにぎわいラボ「プログラミング」学習会 
 

 

 これまで、福島大学附属小学校の生徒を中心として、地域の祭りへの参加、

地域の方々からの学び、そしてデータを基にして地域の課題について学びを深

めてまいりました。４月から中学生となり、いよいよ福島市の課題を解決する

ために自分たちができることとして、福島市のために役立つアプリの開発を始

めることとなりました。その第一歩としてプログラミング学習会を実施いたし

ます。 

 

 

 本イベントを企画運営する(本イベントチラシの作成もしました)福島大学附

属中学校の生徒は、附属小学校５年生の時に内閣府主催の「地方創生政策アイ

デアコンテスト 2017」高校生以下の部にて地方創生担当大臣賞を受賞したメン

バーが中心となっており、地域の魅力に触れるべく「祭り」への参加、地域の

大人と一緒に「福島市らしさ」を考えるワークショップ開催、そしてデータを

基にして地域の課題についても考えてまいりました。 

 そしてこの度、これまでの活動で学んだことを基に、自分たちができること

として、地方創生政策アイデアコンテスト 2017 で提案した「福島市のために役

立つアプリの開発」を始めることとなりました（下記コンテストのページから

動画をご覧ください）。 

これまでにも、地域の様々な立場の方との交流の場が欲しいというアイデア

についても、福島市の市民協働課様からお声がけいただけたことによって、「ま

ちなか交流スペース」協議会のメンバーに入れていただき、オープニングイベ

ントでの「福島市らしさ」を考えるワークショップを実施することができまし

た。 

本イベントは「プログラミング」を学ぶことが目的ではなく、「プログラミン

グ」を自分たちで学び合い、大人も含めた仲間を募集し、福島市の課題を解決

するアプリの開発に繋げていきます。次回以降、福島の魅力を伝える YouTube

動画作成なども検討しております。 

 

【地方創生政策アイデアコンテスト 2017】 

https://contest.resas-portal.go.jp/2017/ 

 
（お問い合わせ先） 
福島大学地方創生イノベーションスクール 2030 
福島クラスター事務局 (七島) 
電 話：０８０－３１４４－５３９７ 
メール：info@fukushimauniv.onmicrosoft.com 




